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内   容

　　　　　　

日　 時 令和元年９月５日（木）

場　 所 川井集会所　ほか　　

参加者

内　 容 他機関との連携をより深められるよう、木屋平地区

　が研修会等への参加協力には期待ができると思われる。

●つながりネットワーク協議会で連携している他の団体とも

　 引き続き、意見交換を行い、お互いの活動をより理解し合

日 　時 令和元年９月１８日(水)

場 　所 つるぎの里 〇作業が始まると自然と会話がはずみ、利用者の皆さんにも

参加者 実行委員 ７名 ※つるぎの里利用者（柄付け） 　楽しんでもらえた。

内 　容 住民の「生きがい」や「つながり」づくりに向けて、

つるぎの里利用者と藍染め作品づくりを行った。

●地域の皆さんと一緒に、作品づくりができる機会を設け

   ていきたい。

日　 時 令和元年１２月１０日（火）　　 〇地域住民自らが介護についての知識を深め、地域の介護

場　 所 川井集会所 　力を高めることを目的に開催。

参加者 実行委員  ７名 〇つながりネット、サロンリーダーに声をかけ、25名が参加し

地域住民　２５名（内つながりネット15名、サロン10名） 　てくれた。講座内容も分かりやすく、参加者にも大変好評だ

内　 容 （講義）　 私の居場所！ 　った。「知らない事が多かった」「便利な介護用具が増えて

　　　　　　 木屋平で暮らし続けられるように 　いる」「今後の介護の参考にしたい」、「また講座に参加した

　　　　　　 　　～知っ得。排泄に関すること～ 　い」等、ご意見・ご感想をいただいた。

(講師) 健祥会学園　介護福祉学科長　河野和代 氏 ●介護に関心を持つ住民が増えるよう、継続した講座に

　 していく。つるぎの里を利用した実習にも取り組みたい。

日　 時 令和２年２月６日（木）　　

場　 所 つるぎの里 　さんとともに、昔を懐かしみながら交流することもできた。ま

参加者 　た、できあがった「竹ぼうき」は、つるぎの里や地域行事に活

地域住民　 2名（講師　西岡 勝さん） 　用してもらう。

内　 容 以前はほとんどの家庭で自分たちで作り、使ってい ●地域には、たくさん良いところや技術がある。今後も、地

た「竹ぼうき」を地域の方と一緒に作製した。 　域資源（ひと、もの）を活用した取組を進めていきたい。

講師には、毎年「竹ぼうき」を作り、近所へ提供され ●地域の小中学生と交流できる機会を設け、一緒に作製

ている住民の方に協力いただいた。 　したい。

（参考） こやだいらつながりネットワーク協議会は、高齢者、生活困窮者の生活相談等の支援を行い、地域住民が安全で安心して暮らせる地域づくりを

目的に、木屋平地区の31の関係団体の代表者で構成しています。

<つながり>

竹ぼうきづくり体験 実行委員　 5名　　

（生きがい) （環境整備）

藍染め（生葉）作品づくり

<つながり>

（介護)
地域介護力向上講座

（生きがい) 

他団体との意見交換会 　流会ができるように支部長、事務局に依頼した。

老人クラブとの意見交換を行った。

実行委員６名、木屋平老人クラブ３名

(木屋平地区老人クラブ連合会） 〇実行委員会の活動も理解してもらう中で、老人クラブも会員

　(人材)課題が大きく、主体的に活動が行えにくい感があった

　 える機会を設けていきたい。

評価・今後の取り組みに向けて

（環境整備） 〇毎年手入れを行っていることで、広葉樹も令和元年７月１８日(木)　

　携した活動を進められるように、木屋平地区老人クラブと交<つながり> <集落維持>

〇つるぎの里利用者と交流を兼ねて、「藍染めづくり」を行う。

〇つるぎの里の場所をお借りして作製したため、利用者の皆
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　 いきたい。

森林環境整備のため植林した広葉樹の生育が

損なわないよう周辺の下草刈りを行った。

（買い物） 〇地区内で福祉活動に取り組む団体として課題を共有し、連

植林・下草刈り 　年々、大きく育っている。八幡230番地

●引き続き、獣害対策や手入れを行って

取り組み 活動の内容


